
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域学校協働活動 令和６年５月３１日（金）実施   

南相馬市立小高小学校「放課後子ども教室」訪問 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

南相馬市立小高小学校「放課後子ども教室」について 
南相馬市立小高小学校では鹿島区の仮設校舎から小高区の本校舎に戻って以

降、放課後子ども教室を行ってきました。 

さらに、令和４年度からは、南相馬市の地域学校協働活動の一環として月に２度

のペースで放課後子ども教室を行っています。また、昨年度からは、内容や協力体制も

一層充実し、地域・学校・行政が連携しながら、小学校の空いている教室やスペースを

活用して、学習や文化活動、地域住民との交流活動を行うなど、地域全体で、子ども

の心豊かで健全な育成と居場所づくりを推進しています。 

令和５年度は、地元産の梅の収穫、梅の実の加工をはじめ、学校教育では体験できないことを「遊び」ながら、楽しく

「学ぶ」ことができました。保護者の皆様からも高い評価を得ています。 

   

 
 

 

訪問レポート 
見学させていただいた当日は、今年度初めての活動日でした。１年生としては初めて 

の放課後子ども教室でしたが、２年生から６年生までのお兄さん、お姉さんがいたので安 

心して参加していました。 

当日のプログラムは「学校探検」でした。１年生の生活科でも行う活動ですが、学校 

の授業とは違って１～６年生が混ざったグループで、クイズを解きながら校舎を探検して 

いきます。２年生以上の子どもたちにとっては普段生活している慣れ親しんだ校舎ですが、 

学校生活とは違うグループで活動する様子は、昔の学校の風景のようでした。 

   活動を推進して下さった地域学校協働本部の方々は、保護者や行政、社会教育関係者等、様々です。「地域の住

民が地域の子どもたちを育てていこう。」「地域に子どもたちの居場所を作ろう。」という熱い思いをもって活動を支えていまし

た。 

   子どもたちにとっても、異学年交流を通して昔ながらの子ども同士のコミュニティを体験できたり、活動を通して地域住民と

の交流が図れたりすることで、失われつつある地域コミュニティを支えていくことにつながると思います。 

   活動を支援してくださっている方は、今まで以上に学校ともつながりを持って、事業を展開していきたいという願いも話して

いました。今までの住民と、新しく移住してきた方々が一緒になって、新しいコミュニティを作り始めている南相馬市の小高区

での放課後子ども教室に、これからも注目していきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 

知らない人の手助けは、人だすけ 

友達の手助けは、おたがいさま 

知っている人になれば、どうして欲しいかが良く 

わかる。気心を知ることが必要になる。 

知り合い・友人を増やすことがやはり大切なのだ 

（とちぎ市民協働研究会代表理事 廣瀬隆人先生の講話から） 

  


